
号

「笑
えがお

であいさつ上小」稲文字くっきり！

上峰小学校６年生が植えた稲が、くっきりと文字を
浮かびあがらせました。（小学校東の水田）
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P2〜3 こんなことが決まりました
P4 請願・意見書

P7〜14 そこが聞きたい（一般質問）
P15〜P16 議会活動



議
案
審
議

定例会で
こんな
ことが

決まりました
８議案を可決！

補
正
予
算
の
一
部
訂
正

　
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
審
議
の
中
で
、
碇
地
区
暗
渠
排
水
（
フ
ォ
ア
ス
）

工
事
費
に
対
し
質
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
確
な
回
答
が
で
き
ず
再
度
精
査
を
す
る
た
め
、
こ

の
部
分
に
つ
い
て
は
撤
回
と
な
り
ま
し
た
。

上
峰
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　
上
峰
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

氏　
　
名　
田た

中な
か　

清き
よ

美み

生
年
月
日　
昭
和
２５
年
３
月
１１
日

地　
　
区　
屋
形
原

任　
　
期　
平
成
２６
年
１０
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
９
月
３０
日
ま
で

上
峰
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　
上
峰
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、
次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

氏　
　
名　
江え

頭が
し
ら　

常つ
ね

義よ
し

生
年
月
日　
昭
和
２２
年
５
月
６
日

地　
　
区　
八
枚

任　
　
期　
平
成
２６
年
１０
月
１１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
１０
月
１０
日
ま
で

全
員
同
意全

員
同
意

税条例の改正
など

平成26年９月

　平成２６年第３回定例会は、９月５日から９月１２日まで８日間の会期で開催し、税条例の改正をは
じめ、補正予算、人事案件を慎重に審議し原案通り可決・同意しました。また、平成２５年度の一般
会計及び特別会計の決算認定については、閉会中の継続審査とし決算特別委員会で審議することと
しました。
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議
案
審
議

上
峰
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
法
人
町
民
税
（
法
人
税
割
）
及
び
軽
自
動
車
税
の
税
率
、
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

※
改
正
後
の
軽
自
動
車
税
の
税
率
（
年
額
）
に
つ
い
て
は
左
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成

区　　　　分 現行税率 Ｈ２７年度以降
原動機付自転車：総排気量が５０㏄以下のもの（ミ
ニカー除く） １，０００円 ２，０００円

原動機付自転車：総排気量が５０㏄を超え９０㏄以下
のもの １，２００円 ２，０００円

原動機付自転車：総排気量が９０㏄を超え１２５㏄以
下のもの １，６００円 ２，４００円

原動機付自転車：３輪以上で総排気量が２０㏄を超
え５０㏄以下のもの（ミニカー） ２，５００円 ３，７００円

二輪の軽自動車：総排気量が１２５㏄を超え２５０㏄以
下のもの ２，４００円 ３，６００円

二輪の小型自動車：総排気量が２５０㏄を超えるもの ４，０００円 ６，０００円

小型特殊自動車で農耕用のもの １，６００円 ２，４００円

小型特殊自動車で農耕用以外のもの ４，７００円 ５，９００円

専ら雪上を走行するもの ２，４００円 削除

区　　　　分 ※１
現行

※２
改正後

※３
改正後

３輪で総排気量が６６０㏄以下のもの ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円
４輪以上のもの（総排気量が６６０㏄
以下のもの）　乗用・営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

４輪以上のもの（総排気量が６６０㏄
以下のもの）　乗用・自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

４輪以上のもの（総排気量が６６０㏄
以下のもの）　貨物・営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

４輪以上のもの（総排気量が６６０㏄
以下のもの）　貨物・自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円

※１　平成２７年３月３１日までに最初の新規検査（いわゆる新車登録）を受けた
軽自動車の税率です。
　最初の新規検査から13年を経過するまでは、平成27年度以降も現行の税率の
ままです。

※２　平成２７年４月１日以降に最初の新規検査を受ける軽自動車の税率です。
　平成27年度分から改正後の税率が適用されます。

※３　最初の新規検査から１３年を経過した軽自動車の税率です。
　平成28年度から改正後の税率が順次適用されます。最初の新規検査が平成14
年以前の軽自動車は平成28年度課税分から、最初の新規検査が平成15年であれ
ば平成29年度から改正後の税率が適用されます。

【注意】天然ガスやメタノールを燃料とするものや電気自動車、電力併用車、被
けん引自動車などは対象外です。

⑴原動機付自転車、小型特殊自動車、２輪の軽自動車及び２輪の小型自動車

⑵３輪以上の軽自動車
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議
案
審
議

お
知
ら
せ

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

ふ
れ
あ
い
友
遊
か
み
み
ね
に
対
す
る

助
成
の
継
続
・
拡
充
に
関
す
る
請
願

請
願
審
査
報
告

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
確
保
と
地
方
自
治
体

の
安
定
的
な
行
政
運
営

を
実
現
す
る
た
め
、
２

０
１
５
年
度
の
地
方
財

政
計
画
、
地
方
交
付
税

及
び
一
般
財
源
総
額
の

拡
大
に
向
け
て
、
国
に

対
し
「
地
方
財
政
計
画
、

　

地
方
議
会
に
お
け
る

政
務
活
動
費
の
不
正
支

出
問
題
な
ど
地
方
議
員

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
上
峰

町
議
会
に
お
き
ま
し
て

　
平
成
２６
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
請
願

第
１
号
及
び
平
成
２６
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
請
願
第
２
号
に
つ
い
て
、
審
査
の
結
果
次
の
と
お

り
決
定
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
路
線
は
幅
員
が
狭
く
、
排
水
設
備
が
未
整

備
の
た
め
、農
作
業
に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
湿
害
に
よ
り
収
穫
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
農
地
の
有
効
活
用
の
た
め
に
、
道
路
拡
幅
及

び
排
水
設
備
の
整
備
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
。

　
な
お
、
現
在
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
他
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
管
理
し
、
整
備
の
上

は
遊
休
地
等
の
発
生
が
な
い
よ
う
、
有
効
利
用
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
。

　
本
路
線
は
交
通
量
が
多
く
、
特
に
大
型
車
の

通
行
時
に
は
家
屋
が
揺
れ
、
沿
線
の
住
民
は
多

大
な
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
早
急
な
地
盤
改
良
と
併
せ
て
歩
道
の
整
備
を
図
る
よ

う
、
県
に
対
し
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

採
択
す
べ
き
も
の

採
択
す
べ
き
も
の

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

友
遊
か
み
み
ね
」
は
、

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
を
対
象
に
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
べ
く
、
ミ
ニ
テ

ニ
ス
・
ヨ
ガ
・
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
７
種

目
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

立
ち
上
げ
、地
域
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
活
動
助
成
」
を
受

け
指
導
者
育
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

助
成
対
象
期
間
５
ヵ
年

の
う
ち
４
年
目
を
迎
え
、

残
す
と
こ
ろ
１
年
有
余

地
方
税
の
あ
り
方
、
地

方
交
付
税
総
額
の
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
国
と

地
方
の
十
分
な
協
議
の

も
と
に
決
定
す
る
こ

と
。」
等
の
８
項
目
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

は
、「
政
務
活
動
費
」
及

び
「
費
用
弁
償
」
は
設

け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

報
酬
の
み
で
の
議
会
活

動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
指
導
者

の
育
成
・
ク
ラ
ブ
の
健

全
運
営
に
努
め
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点

と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本

事
業
の
目
的
達
成
の
た

め
平
成
２8
年
度
以
降
に

お
け
る
助
成
の
継
続
・

拡
充
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

全
員

賛
成

国
に
対
し

皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
書
を
提
出
！！

請
願

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

付�

託

請
願
第
１
号　
仮
称
西
峰
東
西
３
号
線
道
路
整
備
に
つ
い
て

請
願
第
２
号　
県
道
坊
所
城
島
線
の
地
盤
改
良
に
関
す
る
請
願

審
査

結
果

審
査

結
果

紹
介
議
員　

林　
　
眞
敏

提
出
者　
総
務
厚
生
常
任
委
員
長　

碇　
　
勝
征

振
興
常
任
委
員
長　

岡　
　
光
廣

請
願
者

　
総
合
型
地
域

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
ふ
れ
あ
い
友
遊
か
み
み
ね

会
長　
八
谷　
日
出
夫

主
な

意
見

主
な

意
見

4



議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９

原
田　
　
希

寺
﨑　
太
彦

橋
本　
重
雄

碇　
　
勝
征

松
田　
俊
和

岡　
　
光
廣

吉
富　
　
隆

大
川　
隆
城

林　
　
眞
敏

第３回定例会

４１ 上峰町税条例及び上峰町税条例の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４２ 平成２６年度上峰町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４３ 平成２６年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４４ 平成２６年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４５ 平成２６年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４６ 平成２６年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５２ 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５３ 上峰町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

− 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

− 請願審査報告「仮称西峰東西３号線道路整備について」（採択） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

− 請願審査報告「県道坊所城島線の地盤改良に関する請願」（採択） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

平成２６年 第３回定例会 議案賛否表

議
長
あ
い
さ
つ

議
長　
中
山　
五
雄

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
朝
、
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
・
食
欲
の
秋
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
は
全
国
的

に
異
常
気
象
に
見
ま
わ
れ
、
例
年
に
な
く
気
温
が
上
昇
し
熱
中

症
に
な
っ
た
人
や
、
予
想
で
き
な
い
程
の
豪
雨
に
よ
り
水
害
や

土
砂
災
害
が
発
生
し
て
沢
山
の
犠
牲
者
や
被
災
者
が
出
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
方
々
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
は
１
億
３
０
０
４
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算

な
ど
全
議
案
を
全
議
員
の
理
解
に
よ
り
全
会
一
致
で
可
決
致
し

ま
し
た
。
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
佐
賀

空
港
に
配
備
さ
れ
る
計
画
で
、
そ
れ
に
伴
い
目
達
原
駐
屯
地
の

ヘ
リ
が
５０
機
佐
賀
空
港
に
移
駐
。
ま
た
、
隊
員
５００
名
が
移
動
さ

れ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
峰
町
に
と
っ
て
も
大
変
な
問

題
と
な
り
「
基
地
交
付
金
」
や
「
調
整
交
付
金
」
は
ど
う
な
る

の
か
、
人
口
減
少
や
税
収
減
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
経
済
、
町

財
政
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
今
後
、
議
会
と
し
て
も

検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
全

安
心
の
町
づ
く
り
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
町
長
始
め
職
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
議
会
も
全
員
で
協
力
し
、
努
力
し
て
行
く
所
存

で
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
も
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○は賛成　×は反対
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予

算
歳入補正予算の主なもの（増額のみ）	
◎地方交付税 １，５５５万円
◎国庫支出金
　・過疎地域活性化推進交付金  １，０００万円
　・社会保障・税番号制度システム
　　整備補助金 ９１２万６千円
◎ふるさと納税寄付金 ２９万９千円
◎前年度からの繰越金� １億３，０９２万４千円
◎前年度介護保険負担金精算金
� 　７４３万７千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）	
◎住民情報等基幹システム改修委託費
� 　７６９万９千円
◎財政調整基金積立金� 　９，１００万円
◎各種予防接種委託費� 　３３９万６千円
◎まちづくり実行委員会への補助金
　（かみちゃりグランプリ）� 　１５０万円
◎町道補修工事費� 　３５０万円
◎切通東水路伐採委託費� 　１５０万円
◎町営住宅修繕費� 　２２９万円
◎米多浮立シンボルロード整備費� ６６０万円
◎米多浮立継承振興補助金� 　４００万円

一 般 会 計 本会期までの累計

歳入
39億
1,328万
6千円

歳出
39億
1,328万
6千円

町税
14億766万円
36.0％

地方交付税
８億2,355万円
21.0％

国庫支出金
４億4,642万４千円
11.4％

県支出金
２億7,708万３千円
7.1％

繰入金
２億5,865万５千円
6.6％

町債
１億8,211万８千円
4.7％

繰越金
１億8,092万４千円
4.6％

その他
３億3,687万２千円
8.6％

総務費
５億3,068万４千円
13.6％

民生費
10億1,650万７千円
26.0％

衛生費
５億7,322万８千円
14.6％

農林水産業費
３億9,540万３千円
10.1％

土木費
１億7,020万３千円
4.3％

消防費
１億5,625万１千円
4.0％

教育費
４億7,781万４千円
12.2％

公債費
４億6,062万５千円
11.8％

その他
１億3,257万１千円
3.4％

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

平成２６年度　　正予算補
１億3,004万４千円増額して、総額39億1,328万６千円となる。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計

土地取得特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水特別会計
２２５万６千円を増額し、９,７３９万５千円となる

８，６４９万２千円を増額し、６億５，９３７万８千円となる

５,７０６万円を増額し、９億９,０５５万円となる

１５８万４千円を増額し、１５９万８千円となる
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一般
質問
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

で
て
い
る
。
雇
用
後
は
、

行
政
対
象
暴
力
行
為
は

あ
り
ま
せ
ん
。

答
総
務
課
長　
業
務
範

囲
は
、

○ 

庁
舎
内
の
秩
序
保
持
お

よ
び
事
件
化
の
抑
止
。

○ 

防
犯
、
青
少
年
の
巡

回
指
導
。

○ 

交
通
安
全
危
険
箇
所
、

環
境
（
不
法
投
棄
・
空

家
）等
点
検
等
を
実
施
。

　

業
務
日
誌
作
成
報
告

を
う
け
て
い
る
。

要望
職
員
お
よ
び
町
民
の

皆
様
へ
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
の
、

嘱
託
職
員
（
保
安
員
）

の
採
用
で
、
そ
れ
ぞ
れ

成
果
が
で
て
い
る
よ
う

だ
。
継
続
雇
用
を
要
望

す
る
。

問
日
常
点
検
管
理
の
方

法
は
ど
う
か
。
団
地

内
等
の
側
溝
整
備
が
で

き
、
町
民
か
ら
の
感
謝

の
声
を
聴
く
が
、
全
町

的
に
路
面
が
か
な
り
傷

ん
で
い
る
。

　

町
道
下
津
毛
三
田
川

線
（
下
津
毛
・
上
坊
所

お
宮
前
・
変
則
５
差
路
・

三
上
東
・
吉
野
ヶ
里
境

ま
で
の
東
西
路
線
１
３

８
６
ｍ
）
の
な
か
で
、

狭
小
幅
員
箇
所
で
の
離

合
時
に
、
車
両
が
民
地

内
に
入
り
込
み
、
民
地

の
下
水
道
の
蓋
ま
わ
り

の
路
面
が
陥
没
し
て
、

危
険
な
状
態
に
あ
る
。

　

民
地
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
原
因
は
述
べ

た
と
お
り
で
、
対
応
で

き
な
い
の
か
。

答
建
設
課
長　
日
常
点

検
管
理
は
、
週
に
１

回
、
職
員
２
名
体
制
で
町

内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
穴
や
陥
没
箇
所
が
あ

れ
ば
補
修
し
て
い
る
。

　

町
道
下
津
毛
三
田
川

線
の
こ
の
路
線
は
、
集

落
内
（
東
西
）
を
横
断

す
る
交
通
量
の
多
い
路

問
公
園
の
管
理
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
公

園
南
の
フ
ェ
ン
ス
外
の

所
有
権
は
ど
こ
か
。

答
生
涯
学
習
課
長　
地

域
人
づ
く
り（
社
協
）

１
名
・
緊
急
雇
用
１
名

の
２
名
で
管
理
し
て
い

る
。

　

フ
ェ
ン
ス
外
の
所
有

者
は
、
三
養
基
西
部
土

地
改
良
区
で
あ
る
。

問
町
民
の
声
と
し
て
、

フ
ェ
ン
ス
外
の
の
り

面
に
雑
草
が
繁
茂
し
、

線
で
あ
る
。

　

ご
指
摘
の
箇
所
は
、

一
部
狭
く
な
っ
て
い
て
、

離
合
時
民
地
に
入
り
、

そ
の
一
部
が
破
損
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。

　

用
地
買
収
を
含
め
て

来
年
度
に
予
算
を
要
求

し
、
対
応
策
を
検
討
し

た
い
。

害
虫
が
発
生
し
て
い
る
、

隣
地
の
農
地
へ
飛
来
し

被
害
を
う
け
て
い
る
。

対
応
策
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　
ご

指
摘
の
通
り
、
管
理

業
務
が
遅
れ
て
い
る
。

早
急
に
対
応
し
た
い
。

問
反
社
会
的
団
体
や
個

人
な
ど
に
よ
る
行
政

対
象
暴
力
行
為
を
阻
止

す
る
た
め
に
、
警
察
Ｏ

Ｂ
が
雇
用
さ
れ
た
。

　

そ
の
成
果
は
、
ま
た

業
務
範
囲
は
。

答
住
民
課
長　
雇
用
成

果
は
、
警
察
Ｏ
Ｂ
の

雇
用
で
、
防
犯
の
黄
色

の
腕
章
を
つ
け
、
来
庁

者
へ
の
挨
拶
が
実
行
さ

れ
て
い
て
、
抑
止
力
は

嘱
託
職
員
（
保
安
員
）
雇

用
の
成
果
は

問

警
察
Ｏ
Ｂ
雇
用
で

抑
止
力
で
て
い
る

答

中
央
公
園
の
管
理
は

問

社
協
へ
委
託

答

ほ
か
に

○ 

東
京
上
峰
会
の
存
続

は
○ 

長
期
欠
席
者
・
不
登

校
者
は
あ
る
の
か

道路管理は

日常点検管理を週１回実施

問

答

碇　勝征 議員

伐採が済んだ中央公園のり面
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一
般
質
問

大川　隆城 議員

問
切
通
交
差
点
改
良
事

業
の
、
６
月
定
例
会

以
後
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
地
元
の

協
力
を
得
な
が
ら
、

１２
名
の
地
権
者
に
調
査
測

量
同
意
を
お
願
い
し
、
８

名
の
方
に
同
意
を
い
た
だ

い
た
。
残
り
４
名
の
方
に

も
鋭
意
交
渉
努
力
中
。

問
４
名
の
方
に
対
し
、

国
道
事
務
所
か
ら
も

同
行
い
た
だ
き
、
あ
る

程
度
具
体
的
な
交
渉
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
事
業
推

進
は
段
階
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
現
地

の
状
況
把
握
に
は
、
ま

ず
立
ち
入
り
測
量
で
あ

り
、
今
後
も
同
意
を
得

る
た
め
に
努
力
す
る
。

格
を
持
つ
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
・
増
員
を
お
願

い
し
た
い
と
思
う
。

問
事
件
後
、
子
ど
も
の

発
す
る
サ
イ
ン
の
見

落
し
や
、
関
係
機
関
の

連
携
が
問
題
視
さ
れ
た

が
当
町
は
ど
う
か
。

答
教
育
長　
担
任
、
学

校
職
員
が
連
携
し
、

家
庭
訪
問
等
情
報
確
認

し
家
庭
と
の
連
絡
は
で

き
て
い
る
。

問
中
学
校
で
ケ
ー
ス
は

ち
が
う
が
、
過
去
に

二
つ
の
命
が
失
わ
れ
て

い
る
。
三
度
目
は
絶
対

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
。
町
民
皆
で
見
守
っ

て
い
く
べ
き
だ
。

答
教
育
長　
以
前
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は

強
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、

肝
に
銘
じ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
。

問
佐
世
保
、
女
子
高
生

殺
人
事
件
を
踏
ま

え
、
受
け
身
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く

積
極
的
に
命
の
尊
さ
、

大
切
さ
を
教
え
る
た
め

に
精
神
保
健
福
祉
士
の

導
入
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答
教
育
長　
本
当
に
痛

ま
し
い
事
件
で
心
か

ら
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

心
の
教
育
に
は
命
の
教

育
、
心
の
健
康
教
育
、

教
育
相
談
体
制
の
充
実

の
３
本
柱
が
あ
る
。
特

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ

る
教
育
相
談
体
制
を

し
っ
か
り
整
え
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に

向
か
わ
な
け
れ
ば
と
思

う
。
当
町
は
社
会
福
祉

士
の
資
格
を
持
つ
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
指
導
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
国
・

県
で
精
神
保
健
福
祉
士

の
導
入
を
進
め
て
い
る

が
、
県
に
対
し
そ
の
資

問
県
道
坊
所
城
島
線
歩

道
整
備
の
６
月
定
例

会
以
後
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
東
部
土

木
事
務
所
（
神
埼
・

鳥
栖
統
合
）
か
ら
本
課

に
調
査
費
要
求
の
回
答

を
得
て
い
た
が
、
そ
の

際
地
権
者
の
方
か
ら
の

測
量
同
意
取
得
の
協
力

要
請
が
あ
っ
た
。
結
果
、

９
月
２
日
現
在
、
関
係

地
権
者
１６
名
全
員
の
同

意
を
得
た
。
東
部
土
木

事
務
所
が
本
課
へ
調
査

費
要
求
を
確
約
し
、
１０

月
～
１１
月
測
量
に
入
り
、

平
成
２8
年
度
に
事
業
実

施
と
聞
い
て
い
る
。

問
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
し

た
感
じ
だ
が
、
継
続

的
な
事
業
推
進
の
た
め
、

県
庁
本
課
等
へ
の
行

政
・
議
会
一
体
と
な
っ

て
の
陳
情
要
望
活
動
を

是
非
や
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
町
長　
坊
所
城
島
線

は
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
事
業
が
進
む
こ
と

が
一
番
大
切
で
、
議
会

に
協
力
い
た
だ
け
る
も

の
と
し
て
時
期
・
タ
イ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、
し

ば
ら
く
検
討
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
。

坊
所
城
島
線
歩
道
整
備

の
進
捗
は

平
成
２8
年
度
実
施

問
答

切通交差点改良は

交渉継続中

問

答

精神保健福祉士の
導入は
配置・増員を望む

問

答
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一
般
質
問

寺﨑　太彦 議員

ほ
か
に

○ 

ベ
ル
マ
ー
ク
、
イ

ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
の
回
収
の
状
況

は

問
中
学
校
の
体
育
館
東

側
町
道
の
冠
水
対
策

は
。答

建
設
課
長　
町
道
下

津
毛
上
坊
所
線
は
、

大
雨
時
に
「
外
記
の
た

め
池
」
か
ら
の
排
水
が

水
路
か
ら
あ
ふ
れ
、
水

田
を
通
っ
て
、
町
道
が

冠
水
し
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、「
外
記

の
た
め
池
」
の
水
位
を

調
整
し
、
水
を
貯
水
で

き
る
よ
う
に
協
力
を
得

て
い
る
。
抜
本
的
な
対

策
は
、
吐
水
口
に
水
門

を
つ
け
、
貯
水
能
力
の

強
化
を
検
討
し
て
い
る
。

問
都
市
化
に
よ
り
、
農

地
が
減
少
し
、
水
田

や
地
下
に
蓄
え
ら
れ
る

は
ず
の
水
が
吸
収
し
き

れ
な
く
な
っ
た
の
が
原

因
と
思
う
が
。
そ
こ
で
、

各
家
庭
に
雨
水
タ
ン
ク

（
小
さ
な
ダ
ム
が
わ
り
に

取
り
つ
け
、
溜
ま
っ
た

水
は
散
水
な
ど
に
利
用
）

の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
雨
水
を
一
時
的
に
溜

め
る
調
整
池
の
設
置

は
。

答
建
設
課
長　
現
在
、

計
画
は
な
い
。

問
中
学
校
体
育
館
東
側

道
路
の
側
溝
は
、
安

全
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
建
設
課
長　
側
溝
に

ふ
た
を
か
ぶ
せ
る
と

問
難
病
認
定
に
つ
い
て

町
内
の
実
態
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
難

病
と
は「
原
因
不
明
、

治
療
法
未
確
定
で
、
か

つ
後
遺
症
を
残
す
お
そ

れ
が
少
な
く
な
い
疾
病
」

「
経
過
が
慢
性
に
わ
た

り
、
経
済
的
、
家
庭
の

負
担
が
重
く
、
ま
た
精

神
的
に
も
負
担
の
大
き

い
疾
病
」
で
す
。

　
現
在
５６
疾
患
が
あ
り
、

町
内
で
は
、
５7
名
の
方

が
認
定
を
受
け
て
お
ら

れ
る
。

問
難
病
患
者
へ
、
一
部

医
療
費
の
助
成
、
通

院
時
の
タ
ク
シ
ー
券
の

支
給
は
で
き
な
い
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
医

療
費
の
助
成
は
県
が

行
っ
て
い
る
。

　

タ
ク
シ
ー
券
の
助
成

か
、
ポ
ー
ル
や
反
射
板

つ
き
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
等

の
設
置
を
土
地
改
良
区

と
協
議
し
、
安
全
施
設

の
設
置
の
実
施
を
検
討

し
て
い
く
。

は
、
町
と
し
て
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

側
溝
の
安
全
対
策
は

問

安
全
施
設
設
置
を
検
討

答

難
病
認
定
の
実
態
は

問

５６
疾
病
認
定

答

冠水対策は

貯水能力強化を検討

問問

答

大雨時の冠水状況（中学校東）

9



一
般
質
問

問
目
達
原
駐
屯
地
ヘ
リ

部
隊
移
駐
に
つ
い

て
、
上
峰
町
に
対
す
る

影
響
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
か
。

答
町
長　

現
時
点
で

は
、
正
直
分
か
ら
な

い
と
い
う
の
が
現
状
。

財
政
的
な
と
こ
ろ
の
回

答
も
求
め
て
い
る
が
、

正
式
な
防
衛
省
の
回
答

と
し
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ヘ
リ
移
駐
に
伴
う
新

た
な
基
地
機
能
等
で
、

私
ど
も
が
想
定
す
る
範

囲
を
超
え
る
可
能
性
も

あ
る
。
区
長
会
等
で
オ

ス
プ
レ
イ
の
離
発
着
が

な
さ
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
、
と
い
う
声
が

あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で

共
助
、
公
助
や
Ｐ

※

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
各

種
施
策
の
検
証
実
施
、

民
間
活
力
の
導
入
な
ど

の
視
点
も
取
り
入
れ
た

行
政
の
あ
り
方
、
進
め

方
が
必
要
だ
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
県

と
の
パ
イ
プ
役
、
町
長

の
サ
ポ
ー
ト
役
を
果
た

す
こ
と
が
私
の
役
割
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

※PDCAサイクルとは
　	管理業務を円滑に進める手法の
１つ。Plan（計画）-Do（実行）
-Check（点検）-Act（改善）を
繰り返すことで、業務を継続的
に改善する。

問
副
町
長
が
就
任
さ
れ

て
１
年
が
経
過
し

た
。
副
町
長
不
在
時
と

比
べ
る
と
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
。

答
町
長　
町
民
、
職
員

と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
さ
れ

て
お
り
、
私
の
サ
ポ
ー

ト
、
代
理
代
決
を
こ
な

し
な
が
ら
様
々
な
事
業

に
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
の
効
果
は

大
き
い
と
私
自
身
は
判

断
し
て
い
る
。

問
副
町
長
が
見
る
町
の

今
後
の
課
題
は
。

答
副
町
長　
ま
ず
は
、

財
政
健
全
化
を
進

め
、
多
様
化
、
複
雑
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

山
積
す
る
課
題
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
自
助
、

問
吉
野
ヶ
里
町
と
連
携

し
、
情
報
収
集
等
し

て
い
く
の
か
。

答
町
長　
７
月
２２
日
に

防
衛
省
か
ら
来
庁
さ

れ
た
際
も
吉
野
ヶ
里
町

長
に
連
絡
し
、
連
携
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
行
動
し
て
い
く
事
で

確
認
を
と
っ
て
い
る
。

問
今
後
、
詳
し
い
内
容

が
分
か
れ
ば
、
素
早

く
報
告
を
い
た
だ
き
た
い
。

答
町
長　
ヘ
リ
移
住
に

伴
う
影
響
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
防
衛
省
に
説

明
を
求
め
て
い
く
。

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

に
明
確
に
答
え
ら
れ
る

の
は
防
衛
省
の
み
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
運

用
等
の
計
画
も
し
っ
か

り
示
さ
れ
た
後
に
皆
様

へ
逐
一
説
明
し
て
い
き

た
い
。

問
人
口
減
や
防
衛
関
係

の
交
付
金
は
ど
う
な

る
の
か
等
の
心
配
を
し

て
し
ま
う
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
そ
う
い
っ
た
対

応
等
は
何
も
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

答
町
長　

町
と
し
て

は
、
こ
う
し
た
報
道

を
受
け
て
、
影
響
対
策

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

副
町
長
就
任
か
ら
１
年

効
果
は

効
果
は
大
き
い

問
答

駐屯地ヘリ移駐での影響は

防衛省に説明を求めていく

問

答

原田　希 議員

飛行中の多用途ヘリコプター
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一
般
質
問

問
各
種
団
体
に
対
す
る

補
助
金
の
増
額
見
直

し
を
し
て
貰
い
た
い
。

答
町
長　
財
政
の
弾
力

性
が
高
ま
る
中
で
、

補
助
金
に
充
用
で
き
る

額
と
し
て
、
徐
々
に
拡

充
を
図
っ
て
い
る
。

問
県
体
出
場
者
一
人
当

た
り
、
５００
円
相
当
分

支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

最
低
賃
金
の
７００
円
迄
は

上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

答
町
長　
補
助
金
は
文

化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
対
し
て
で
あ
り
、

一
律
に
増
額
、
引
き
上

問
機
構
改
革
後
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
効
果
は

ど
う
で
あ
る
か
。

答
町
長　
各
種
事
業
及

び
申
請
事
務
が
滞
り

な
く
進
ん
で
い
る
の
は
、

結
果
的
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
拡
充
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
理
解
し
て
い

る
。問

分
課
さ
れ
た
時
の
課

同
士
の
連
携
と
共
同

性
を
図
っ
て
の
サ
ー
ビ

問
お
旅
所
の
建
て
替
え

の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。答

文
化
課
長　
建
て
替

え
工
事
は
、
国
か
ら

の
交
付
金
を
活
用
し
、

米
多
浮
立
保
存
会
が
事

業
主
体
と
な
り
進
め
ら

げ
が
必
要
と
い
う
視
点

は
変
え
て
い
な
い
。

問
変
え
て
お
ら
れ
な
い

考
え
を
、
も
う
一
度

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
町
長　
平
成
２２
年
度

を
境
に
、
こ
れ
ま
で

３５
％
上
げ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
や
り
く
り

し
て
お
り
、
ま
だ
厳
し

い
財
政
状
況
で
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
理
解
お
願

い
す
る
。

ス
に
つ
い
て
、
今
現
在

は
ど
う
で
あ
る
か
。

答
町
長　
課
長
も
課
長

と
し
て
副
課
長
も
副

課
長
と
し
て
、
管
理
職

の
立
場
だ
け
で
な
く
、

担
当
者
同
様
、
仕
事
を

分
担
し
て
行
っ
て
い
る

よ
う
理
解
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
る
。
年
内
の
完

成
を
予
定
し
て
い
た
が
、

８
月
に
雨
が
多
く
、
若

干
遅
れ
て
い
る
。
来
年

１
月
の
完
成
を
目
指
し

て
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

各
種
団
体
に
対
す
る

補
助
金
増
額
は

徐
々
に
拡
充

問
答

機
構
改
革
の
対
果
は

サ
ー
ビ
ス
が
向
上

問
答

米
多
浮
立
・
お
旅
所
の

建
て
替
え
進
捗
は

来
年
１
月
完
成
予
定

問
答

松田　俊和 議員

建築中のお旅所（下米多地区）

県民体育大会の結団式
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一
般
質
問

問
今
後
の
農
業
政
策
お

よ
び
対
策
に
つ
い

て
、町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
町
長　
現
状
に
目
を

向
け
て
、
解
決
に
向

け
て
の
手
立
て
を
考
え

る
。問

農
業
を
営
ん
で
い
る

方
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
対
策
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
。

答
副
町
長　
農
地
中
間

管
理
機
構
で
農
地
の

集
積
を
進
め
、
担
い
手

や
営
農
組
合
へ
の
支
援

を
充
実
さ
せ
る
と
県
か

ら
は
伺
っ
て
い
る
。

問
鳥
栖
三
養
基
西
部
環

境
組
合
の
次
期
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
伺
う
。

答
町
長　
平
成
１３
年
の

協
定
書
に
基
づ
き
、

首
長
会
で
協
議
さ
れ
、

鳥
栖
市
が
現
在
の
候
補

地
と
し
て
挙
が
っ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
引
き

続
き
、
首
長
会
で
協
議

し
て
い
く
。

問
排
水
機
設
置
に
つ
い

て
は
、
町
長
、
副
町

長
に
強
く
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
農
業
法
人
化

に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
問
う
。

答
町
長　
農
業
法
人
化

に
つ
い
て
は
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。
農
業

を
営
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
の
視
点
に
立
っ
て
、

問
陸
自
ヘ
リ
移
駐
に
つ

い
て
伺
う
。

答
町
長　
陸
自
ヘ
リ
移

駐
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
影
響
が
は
っ
き

り
し
な
い
と
こ
ろ
が
多

す
ぎ
る
。
私
ど
も
は
行

政
運
営
を
し
て
い
る
以

問
大
字
江
迎
地
区
の
排

水
機
設
置
の
、
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
町
長　
副
町
長
お
よ

び
建
設
課
で
、
鳥
栖

土
木
事
務
所
へ
排
水
機

関
連
の
要
望
を
行
っ
た
。

鳥
栖
土
木
事
務
所
か
ら

は
、
切
通
川
へ
の
排
水

に
つ
い
て
は
、
切
通
川

整
備
計
画
に
な
い
の
で
、

現
段
階
で
は
厳
し
い
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。
今

後
に
つ
い
て
も
要
望
活

動
を
す
る
。

要望
私
が
一
番
心
配
す
る

の
は
、
町
に
負
担
金

が
大
き
く
来
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
、
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
協
議
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
議
会
に
も
綿
密
に

知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

法
人
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
国
・
県
と
連
携

を
密
に
し
、
法
人
化
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

要望
農
業
法
人
化
に
つ
い

て
は
、
行
政
が
軸
と

な
っ
て
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
を

す
る
。

上
、
住
民
の
安
全
や
平

穏
な
暮
ら
し
を
守
る
視

点
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。

要望
今
後
、
ヘ
リ
移
駐
に

つ
い
て
は
、
議
論
を

重
ね
て
方
向
性
を
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
政
策
を
問
う

関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ

進
め
る

問
答

ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
は

首
長
会
で
協
議

問
答

陸
自
ヘ
リ
移
駐
は

現
時
点
で
は
不
明
確

問
答

吉富　隆 議員

目達原駐屯地で訓練中の輸送ヘリ 12



一
般
質
問

後
共
通
認
識
の
も
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
陳
情
要
望
活
動
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答
企
画
課
長　
平
成
２６

年
７
月
２４
日
と
２５

日
、
防
衛
省
地
方
協
力

局
及
び
衆
参
両
院
の
国

会
議
員
の
方
々
に
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
に

つ
い
て
な
ど
５
項
目
に

つ
い
て
陳
情
要
望
活
動

を
実
施
し
た
。

問
陳
情
・
要
望
活
動
す

る
前
に
な
ぜ
議
会
に

内
容
説
明
を
し
周
知
し

な
か
っ
た
の
か
。
行
政
・

議
会
は
共
通
認
識
を

問
国
・
県
道
の
整
備
計

画
ま
た
進
捗
状
況
は
。

答
建
設
課
長　
①
国
道

３４
号
線　
国
道
事
務

所
か
ら
事
業
調
査
の
同

意
依
頼
が
あ
り
、
６
月

議
会
以
降
地
元
、
ま
た
、

関
係
地
権
者
へ
協
力
要

請
し
て
現
在
３
分
の
２

の
同
意
を
得
て
い
る
。

今
後
推
進
に
努
め
て
い

く
。

　

②
坊
所
・
城
島
線　

３
区
間
に
分
け
て
整
備

要
望
。
県
と
土
木
事
務

所
は
関
係
者
の
地
元
調

査
を
求
め
ら
れ
、
庁
舎
・

加
茂
間
関
係
者
に
接
触

し
た
結
果
、
同
意
を
得

る
。
調
査
同
意
書
を
県

へ
提
出
、
来
年
度
地
元

問
目
達
原
駐
屯
地
の
ヘ

リ
が
、
移
駐
し
た
場

合
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答
町
長　
ヘ
リ
移
駐
に

つ
い
て
、
防
衛
省
の

問
町
の
定
住
化
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

答
建
設
課
長　
樫
寺
住

宅
は
、
い
ま
入
居
を

問
三
上
地
区
の
開
発
に

伴
う
排
水
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

答
建
設
課
長　
開
発
が

予
定
さ
れ
て
い
る
所

は
既
設
の
側
溝
に
流
す

持
っ
て
活
動
す
る
の
が

基
本
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
の
陳
情
要
望
活
動

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
の
か
。

答
町
長　
国
政
へ
の
陳

情
要
望
活
動
に
つ
い

て
、
今
回
、
議
員
半
数

の
方
に
同
行
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
、
要
望

等
の
内
容
説
明
に
つ
い

て
は
事
前
に
す
る
よ
う

に
改
め
て
い
く
。

　

県
・
道
路
に
関
す
る

要
望
は
期
成
会
を
通
じ

て
行
っ
て
い
る
。

　

道
路
整
備
な
ど
の
進

説
明
会
の
計
画
。

　

③
神
埼
・
北
茂
安
線

　

九
丁
分
か
ら
加
茂
交

差
点
ま
で
の
区
間
約
8４０

ｍ
、
今
年
度
事
業
採
択

さ
れ
事
業
実
施
。
今
後

の
事
業
完
成
め
ど
と
し

て
平
成
２8
年
度
末
と
言

わ
れ
て
い
る
。
今
後
事

業
の
注
視
を
し
て
い
く
。

　

④
県
道
北
茂
安
・
三

田
川
線　

イ
オ
ン
周
辺

に
お
け
る
安
全
対
策
、

横
断
防
護
柵
の
設
置
、

県
へ
の
要
望
に
よ
り
今

後
設
置
さ
れ
る
計
画
。

要望
坊
所
城
島
線
３
区
間

に
分
け
て
対
応
し
て

い
く
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
、
庁
舎
・
加
茂
間

の
地
権
者
の
同
意
が
と

運
営
計
画
等
全
体
像
が

把
握
で
き
る
ま
で
考
え

方
は
示
さ
れ
な
い
。
国
・

県
の
動
向
を
見
守
り
対

応
し
て
い
く
。

と
め
て
い
る
。
今
後
の

土
地
利
用
を
検
討
し
て

い
く
。

た
め
の
流
量
計
算
を
根

拠
を
持
っ
て
示
す
よ
う

業
者
へ
要
請
中
。
協
議

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

全
体
的
な
基
本
排
水
計

画
の
作
成
が
必
要
。

捗
が
見
ら
れ
な
い
場
合

は
、
議
会
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

陳
情
要
望
活
動
の

現
状
と
今
後

共
通
認
識
を
持
っ
て
取
り
組
む

問
答

国
・
県
道
整
備
計
画

進
捗
状
況
は

計
画
的
事
業
推
進
に
努
め
る

問
答

ヘ
リ
移
駐
の
影
響
は

定
住
化
対
策
は

三
上
、
西
峰
地
区
の
排
水

対
策
の
見
直
し
計
画
は

岡　光廣 議員

く
要
望
す
る
。

れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

計
画
通
り
の
推
進
を
強

13



一
般
質
問

林　眞敏 議員

答
住
民
課
長　
昭
和
４7

年
７
月
１４
日
付
で
北

茂
安
町
・
上
峰
村
・
三

根
村
・
ア
サ
ヒ
再
生
ゴ

ム
の
１
町
２
村
切
通
川

流
域
と
会
社
の
間
で
公

害
防
止
協
定
が
結
ば
れ

て
い
る
。

答
町
長　
こ
の
公
害
防

止
協
定
が
、
今
の
時

代
の
基
準
に
合
っ
て
い

る
か
も
含
め
て
、
協
定

に
基
づ
き
調
査
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
住
民
課
長　
再
調
査

に
つ
い
て
は
、
み
や

き
町
に
申
し
入
れ
て
い

き
た
い
。
ま
た
異
臭
測

定
器
の
有
無
に
つ
い
て

も
早
急
に
み
や
き
町
に

尋
ね
て
い
き
た
い
と
思

う
。問

工
場
と
行
政
と
の
協

定
は
締
結
さ
れ
て
い

る
の
か
。
締
結
し
て
い

る
な
ら
ば
、
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

問
町
隣
接
の
工
場
か
ら

排
出
さ
れ
る
異
臭
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
か
。

答
住
民
課
長　
最
近
の

２
年
間
で
３
件(
本

町
×
２
・
み
や
き
町
×

１)

の
苦
情
が
あ
り
、
隣

接
町
を
通
じ
連
絡
し
て

い
る
。
工
場
か
ら
の
回

答
に
つ
い
て
は
、『
工
場

内
の
再
点
検
、
フ
ィ
ル

タ
ー
清
掃
、
生
産
工
程

の
変
更
等
、
外
部
に
漏

れ
な
い
よ
う
注
意
す
る
』

等
の
検
討
を
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

問
異
臭
に
対
し
て
器
材

を
使
っ
て
の
再
調

査
、
ま
た
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

状
態
で
あ
る
か
公
表
を

ほ
か
に

○ 

中
学
生
へ
の
交
通
安

全
指
導
、
頭
部
保
護

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

に
つ
い
て

工場排出の異臭対策は

協定に基づき調査

問

答

問
こ
の
地
域
は
人
口
増

に
伴
い
、
交
通
量
が

も
、
側
溝
へ
の
転
落
防

止
の
対
策
等
の
安
全
防

護
柵
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

建
設
課
長　
三
上
開

拓
線
に
つ
い
て
は
、

危
険
箇
所
と
し
て
は
十

分
に
認
識
し
て
い
る
が
、

安
全
防
護
柵
は
設
置
し

て
い
な
い
。
町
と
し
て

は
年
間
２００
ｍ
く
ら
い
の

施
工
で
あ
り
、
緊
急
性

か
ら
す
る
と
大
水
対
策

等
の
危
険
箇
所
を
含
め
、

見
直
し
も
必
要
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
十
分
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
の
計
画
分
を
順

次
施
工
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
終
了
次
第
、
施

工
を
考
え
て
い
き
た
い
。

増
加
し
て
お
り
、
ま
た

路
線
利
用
者
に
対
し
て

問
小
河
川
側
溝
へ
の
暗

渠
で
の
蓋
は
で
き
な

い
か
。

答
建
設
課
長　
吉
野
ヶ

里
町
で
も
同
様
の
提

案
が
あ
り
、今
後
吉
野
ヶ

里
町
の
考
え
を
十
分
聞

き
、
ま
た
財
政
面
か
ら

も
交
付
金
等
で
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。　

隣
接
町
お
よ
び
内
部
協

議
を
十
分
果
た
し
な
が

ら
、
施
工
に
向
け
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

三
上
地
区
の

交
通
安
全
対
策
は

今
後
、十
分
検
討
し
て
い
き
た
い

問
答

アサヒ再生ゴム

吉野ヶ里町との境界に隣接する三上開拓線 14



議
会
活
動

議長交際費の支出状況
（平成２６年度上半期）

区分 支出金額 支出内容
会費 ５，０００円 上峰町遺族会懇談会
〃 ３，０００円 知事・市町議会議長懇談会

献花 １６，２００円 元町議会議員葬儀
〃 １０，０００円 上峰町戦没者慰霊祭

お祝 ５，０００円 上峰町自衛隊父兄会総会
〃 １０，０００円 上峰町近圏少年剣道錬

成大会
支援金 ５，０００円 原水爆禁止世界大会
お礼 ３，２４０円 広報編集委員研修受け

入れ先へ
合計 ５７，４４０円

議会傍聴のご案内
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴して
いただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、１１月２８日（金）
から１２月５日（金）までを予定してい
ます。
　一般質問は１２月１日（月）および２
日（火）です。詳しい日程は町ホームペー
ジでご確認ください。

鏡野町議会議場にて

美咲町での研修のようす

　

岡
山
県
の
中
央
部
に

位
置
す
る
美
咲
町
は
東

西
に
約
４０
㎞
と
長
く
、

人
口
約
１
５
，０
０
０
人

の
町
で
、
町
の
将
来
像

を
「
世
界
に
は
ば
た
く

『
元
気
』
な
美
咲
町
」
と

定
め
、
住
民
が
主
役
の

町
づ
く
り
を
進

め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

美
咲
町

に
お
い
て
の
研

修
内
容
は
、「
議

会
基
本
条
例
に

基
づ
く
議
会
活

動
」
と
し
て
、

議
会
と
住
民
と

の
懇
談
会
ま
た

議
会
報
告
会
の

あ
り
方
に
つ
い

て
相
互
に
活
発

の
町
で
し
た
。
鏡

野
町
に
お
い
て

は
、「
自
立
の
町

づ
く
り
推
進
」（
協

働
の
ま
ち
づ
く
り

と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
※
）
及
び

「
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
く
議
会
活

動
」
な
ど
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
ま

し
た
。

　

両
町
議
会
と
も
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
議

会
の
状
況
を
放
映
し
、

町
民
へ
の
情
報
公
開
に

努
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
で
得

た
成
果
を
、
今
後
の
議

会
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

翌
１６
日
に
訪
れ
た
鏡

野
町
は
、
岡
山
県
北
部

に
位
置
し
、
人
口
約
１

４
，０
０
０
人
の
町
で
、

面
積
は
約
４２０
㎢
と
、
上

峰
町
の
約
３０
倍
の
面
積

※パブリックコメントとは
　	町が条例・計画を制定し
ようとするときに、案を
公表し、広く町民に意
見・情報・改善案などを
求める手続きのこと。

開
か
れ
た
議
会
活
動
を
目
指
し
て

 

全
議
員
研
修
報
告
（
岡
山
県
美
咲
町
・
鏡
野
町
）

　
平
成
２６
年
１０
月
１５
日
（
水
）
か
ら
１7
日
（
金
）
の
日
程
で
、
岡
山
県
美
咲
町
及
び
鏡
野
町
に
お
い
て
、
全
議
員

に
よ
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
「
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
活
動
」
を
主
眼
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
議
員
及
び
職
員
と
の

積
極
的
な
意
見
交
換
が
で
き
、
上
峰
町
議
会
に
お
い
て
参
考
と
な
る
政
策
が
多
々
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。
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上
峰

町
検
　
索

➡

　

今
年
の
夏
は
日
照
の
割

合
が
低
く
、
例
年
の
酷
暑

と
、夏
ら
し
い
猛
暑
が
や
っ

て
こ
な
い
ま
ま
初
秋
の
訪

れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
般
の
台
風
１8
・
１９
号

に
よ
る
強
風
の
影
響
が
あ

り
ま
し
た
が
、
町
内
に
は

甚
大
な
被
害
も
な
く
、
穏

や
か
な
今
日
こ
の
頃
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

季
節
は
ス
ポ
ー
ツ
に
ま

た
読
書
に
絶
好
の
季
節
と

な
り
、
深
み
行
く
秋
に
向

け
、
心
身
と
も
に
英
気
を

養
い
た
い
も
の
で
す
。 

林

あ
と
が
き

　千家佳月式茶道は、高橋是清先生の指導に基づき
伝授されており、和敬清寂の精神をモットーとして
います。お稽古は毎月２回自宅にて立礼で行い、生
徒さんも熱心で、台天目のお点前特訓中です。いろ
んな話題で楽しいお茶の時を過ごしています。
　忙しい中でも、静の時間がとれてストレス解消へ
とつながり一石二鳥です。
　会員募集しております。年間行事としては、敬老会、
町民文化祭の抹茶サービスです。最近「和の心」を
主題として女性セミナーを開講させて頂いています。
席は、立礼式（椅子・テーブル）でお点前を披露し、
和の世界を堪能してくだされば何よりです。
　お気軽にご参加くださいませ。心よりお待ちして
おります。

　私たち輝若会は、民謡と三味線のサークルです。
　練習は毎月３回「第１・３・４金曜の１０時～１２
時」、コロムビア専属歌手の藤堂輝若先生の指導に
より町民センターで行っています。
　町民文化祭にも必ず参加し、また毎年福岡市で開
催されるコロムビア主催のコンクールにも出場し、
会員一同、入賞を目指し頑張っています。
　現在、会員は少人数ですが、健康のため大きな声
を出し、三味線に合わせて唄っております。
　随時会員を募集しておりますので、気軽にのぞい
てみませんか。皆様の入会をお待ちしております。

行事への参加 ７月～９月

８月１7日 上峰町近圏少年剣道錬成大会
８月２３日 上峰町サマーフェスタ
８月２7日 上峰町戦没者慰霊祭
８月２8日 県内全議員研修会
８月３０日 野菊の里ふれあい夏まつり
９月６日 上峰中学校体育大会
９月１４日 上峰町敬老会
９月１４日 野菊の里敬老の日式典
９月２7日 おたっしゃ館　きてみん祭

いきいき文化協会サークル紹介 12

茶道サークル　千家佳月式
茶道輝

てる
若
わか
会
かい

（藤堂流）民謡

連絡先　永島和代子　☎０９５２−５３−３７２８連絡先　矢動丸富枝　☎０９５２−５３−６７７９

議
会
だ
よ
り
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